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ありがとう
ボートレース

社会福祉・教育・文化などの
活動への支援

海や船にかかわる
活動への支援

海外における人道活動や
人材育成への支援

日本財団は、

ボートレースの売上を財源に

人々のよりよい暮らしを支える活動を

推進しています。

公益・
ボランティア

海洋

国際協力
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笹川陽平ブログ　h t t p : / / b l o g . c a n p a n . i n f o / s a s a k a w a　※活動の様子を随時更新しております。

ごあいさつ 日本財団会長　笹川 陽平

2009年度事業が無事終了し、今年もその成果をアニュ

アルレポートでお伝えできることを幸せに思います。全国

のボートレースファンの皆さまには心から感謝申し上げ、

事業に活用させていただいたことをご報告し、あわせて事

業に参加いただいた多くの団体の皆さまにお礼申し上げ

ます。

現在、子育てや教育、医療、老後など様々な問題に不安

を抱えながら生活している人は少なくありません。国全体

に暗いムードが漂っているのも事実です。こうした不安を

解消するのは本来、行政の役割です。しかし、行政に期待

するだけで明るい社会を築くことはできません。税金を納

めれば不安のない充実した生活が保障されるわけでもあり

ません。

明るい明日を築くには、一人ひとりが自ら動き、自らの手

で問題を解決していくことが何よりも重要です。その担い

手としてNPOやボランティアなど、地域レベルで活動され

る団体の役割と重要性が急速に増してきました。日本財

団は設立以来、民の力で公の仕事の一端を担うことを目標

に、これらの団体の皆さまと協力しながら「社会福祉・教

育・文化」、「海や船」、「海外における人道活動や人材育

成」の3つの分野で様々な活動を行ってきました。

厳しい現在の環境を好機ととらえ、社会の変化の兆しを

いち早く見つけ、より良い社会をつくるためのお手伝いを

することが、日本財団に課せられた責務と考えています。し

かし、民間の一財団にできることには限りがあります。地域

で活動されている皆さまに私たちの活動に参画いただき、

連携を強化し相互に補完し合うことで、より大きな力を生

み出していきたいと思います。

私たちの活動につきましては、公式ウェブサイト、ブログ

マガジン、さらに動画サイト「YouTube」を活用して広く

情報公開させていただくとともに、私自身も日常の行動をブ

ログで公開し、皆さまからいただく厳しいご批判、ご意見を

新たな活動の糧にさせていただいています。

“自分たちはいい活動をしている”と思い始めた時に、堕

落が始まる−。職員一人ひとりが常に謙虚な姿勢で皆さま

と行動させていただくことで、明るく希望のある社会づくり

にささやかでも貢献できるよう頑張ってまいります。

2010年6月1日
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　人と人の絆を深め、互いを尊重し支えあう地域社会の

実現に向けて、行政や企業、NPOや大学など多様な組

織が市民と協働して取り組む活動を推進しています。

　2009年度は、犯罪被害者や自殺者遺族の支援、郷

土の伝統を語り継ぐための郷土検定の実施や、地域の課

題解決のためのチャリティ事業、青パトの配備による自

主防犯活動の推進などを支援しました。

日本を元気にしたい！
キーワードは地域づくりです。

障害者施設製品を多くの人へ
届けたい「真心絶品」。
　真心絶品は、福祉施設で作られた製品の中から本当

に優れたものだけを厳選し、その魅力を多くの人に知っ

て頂くためのプロジェクトです。専門家による審査をパス

した製品を真心絶品ブランドとして認定し、magokoro -

zepp in .comで販売しています。

　「真心絶品」は日本財団の登録商標であり、授産品に

代わる新しい呼び名です。「良いものを皆様にご提供」⇒「それは障害者の手で作られて

いるもの」という図式を大切にしながら、全国の逸品をお届けします。

私達を取り巻く世界の
未来のために。
　私達は、主に開発途上国において、食糧、医療、教育な

ど、人が人として生きていく為に必要不可欠なニーズを満

たす活動を支援しています。2009年度は、医療へのア

クセスが困難な人々に伝統医薬品「置き薬」を配布する

システムをアジア各地に導入しました。私達はまた、社会

の様々な問題を解決に導く人材の育成やネットワーク作り

に取り組んでいます。世界の大学と連携し、これまでに約

3万人の奨学生及びフェローを世に送り出しています。

次世代に
海を引き継ぐために。
　日本は四方を海に囲まれている海洋国家にもかかわ

らず、安全への不安などの理由で海離れが進んでいま

す。そこで、私達は、より多くの人が安全に海に触れられ

る機会を設け、次世代に海を引き継ぐために、2009年

度から新たに「海のボランティア助成」を開始しました。

　この新しい助成制度により、NPO法人やボランティア

団体が実施する、海と人をつなぐ活動が今まで以上に活

発になることが期待されます。
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ありがとう、ボートレース！

日本人は大変長生きができるようになりました。

一方で、団塊の世代と呼ばれる人たちが「高齢者」の仲間入りをするようになりました。また、赤

ちゃんが生まれる数は減り続けています。すると、若い人の割に高齢の方が大変多い世の中になります。

長生きができるようになりましたが、人はやがて死ななくてはなりません。死ぬ前は、ほとんどの人が、自

分のことが自分でできなくなります。でも世話をしてくれる若い人は仕事もしないといけないし、大変なこ

とになります。

高齢者の増加に見合った病院のベッド数の増加は見込めません。高齢になれば医療費もかかり、高齢

者の使えるベッドは、むしろ減っていきます。それでは、施設はどうでしょう。私たち尼崎市では何百人待

ちです。お家でご家族に世話をしてもらえる人は30年前の半分もいません。では一体何処で最期を迎え

たらよいのでしょう？

『死』ということは、誰も体験談を語ってくれないので怖れを感じますね。そのような時に白い壁に囲まれた病室で沢山のチューブや機械に繋がれている自分を想像してみてください。心

が凍りつくような気がします。辛い治療も、元気になれると思うから耐えられます。前のように元気になれ

ないなら、あまり長く生きられないなら、どんなところでどんな風に時を刻みたいですか？

NPO法人 愛逢では、本当の自分の家ではないけれど、限りなく自分の家に近い環境ですごしていただ

くことができるホームホスピス「愛逢の家」の建築に取り組みました。

20年ほど誰かが本当に暮していた民家を借りました。でも、自分のことが自分でできなくなった人たち

が暮す為には、改修、特にお風呂やトイレを安全に使いやすく、介助もしやすいように家の改修工事が必要

でした。そこで助けてくれたのが、ボートレースのお金だったんです。大変役に立ちました。
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支援を受けた方々の声

民家を改修して
アットホームなホスピスになりました。

県立山の学校は平成5年兵庫県によって設置され、現在は公益財団法人兵庫県青少年本部が管理

運営している、定員20名の小さな学校です。キャンプ場のような短期滞在型施設ではありません。

不登校、高校中退といった課題をかかえた少年たちが、林業実習をはじめとするさまざまな自然体験活動

にとりくみ、自分の生き方を見いだせるよう一年間の寮生活を送っています。

「社会的自立を目指す青少年等による里山づくり事業」は、そんな県立山の学校の生徒とともに、中途

退学、ひきこもりやニート等の問題をかかえて社会に適応しにくい一般の青少年が、山村地域の中高年ボ

ランティアの方といっしょに草刈り、樹木伐採等の里山整備をおこない、間伐材を使った木材工作などの感

動体験をとおして、過疎化や高齢化の進む山村地域の自然環境を守り育て、同時に、彼らが社会的自立を

果たせるよう支援する事業として申請させていただきました。

初年度である2009年度は対象となる里山約20haのうち人の出入りの多い約6haの整備を年3

回、ほかにベンチ作りの木工2回、木炭の窯出し1回、農林漁業祭イベントへの参加1回、計7回の

事業を実施しました。

このような事業を向こう5年間実施するため、初年度は日本財団からいただいた助成金をもとに、山林作

業機器すなわち刈り払い機21台、チェーンソー 5台、ヘッジトリマー 1台、ヘルメット＆面防20組、その

他二連梯子、高圧洗浄機などを購入し、また、木材工作機械として研磨盤、帯のこ盤、ベルトサンダー各1

台など専門的な機器を整備させていただきました。

初年度の一般参加者は延べ21名にとどまり十分な人数といえませんでしたが、これら貴重な作業機器

を活用し、2年目以降も山の学校生徒と一般の方とが力を合わせ、里山保全と青少年自立支援に取り組ん

でいきたいと考えています。

ひきこもりやニート等の問題を
里山で解決。

� �

団 体 名：	特定非営利活動法人　愛逢
事 業 名：	ホームホスピスの整備/民家改修
支援金額：	4,100 ,000円

困っていたこと
は何ですか

助成金をどう
使いましたか

困っていたこと
は何ですか

助成金をどう
使いましたか

団 体 名：	公益財団法人　兵庫県青少年本部
事 業 名：	社会的自立を目指す青少年等による里山づくり事業
支援金額：	2,100 ,000円



海洋 国際協力
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私たちは、地域の子ども達と大人が一緒になって、近くの海に産卵に戻ってくるウミガメを守りながら、

自然保護活動を行っています。

自然保護活動自体が4年目となり、ウミガメの産卵や子ガメのふ化の良い写真が撮れてきました。また、

子ども達にもエコ活動を行う意識が芽生え、自分たち独自のエコ発表会を開催したいと考えていました。

しかし、そういったものを開催するには、予算があるとより充実した会を開催できると考え、申請しました。

助成金の効果は、たくさんあるのですが、最も大きな活動は、「ウミガメから学んだエコ」という自分

たちならではの活動発表会を開催できたことです。

その活動は、大きく2つのテーマを設定していました。

①ウミガメについて知ってもらう
助成のおかげで作成したウミガメの剥製（子ガメ、母ガメの甲羅、タイマイ）を展示したり、子ども達が作

成した壁新聞を展示したりすることができました。また、産卵シーンから子ガメの放流までの写真をパネル

にして展示し、現状の説明をすることができました。その結果、絶滅危惧種に指定されているウミガメにつ

いて、正しい理解を得ることができました。

②エコ意識を高めてもらう
子ども達が作成したエコアンケートを実施しました。目標を200人に設定し、「エコを意識した生活を

していますか？」「ゴミの分別をしていますか？」といったアンケートをとりました。その際、助成によって、

借りることのできた「エコまる」と一緒にアンケートをとりやすい環境を作ることができました。

その他にも、助成によって、ウミガメの研究図書の購入をすることができ、自分たちも、ウミガメをさらに

守っていかなければと感じることができました。

ウミガメから学んだエコを
地域にPR。

当協会では1988年の設立より外国語としてASL（アメリカ手話）の普及に努め、聴覚障害者の国内

外における国際交流の推進をしておりますが、日本人聴覚障害者の海外留学が米国を中心に増加

しているものの全般的に、短期間の留学が多く、留学前の準備不足により留学内容が語学研修にとどまっ

ている、情報収集の困難さにより自分の目的にあった留学を実現できていないなどの大きな問題を抱えて

いることが分かりました。これらの問題は日本の聴覚障害教育の貧困に起因するものであると考えられ、す

でに義務教育を終えた大学生や社会人の聴覚障害者に再チャンスを…という考えから、情報収集、語学研

修（国内の事前研修及び留学後1年間）、留学内容、現地生活全てに効果的な支援を行うことで、質の高

い留学経験をしてもらっています。奨学生本人のエンパワーメントと帰国後の活動が日本の聴覚障害者教

育などの向上へつながることを目的としております。

過去6年間で14名の奨学生が選出され12名が留学し、5名が既に留学を終え現在7名が留学中

です。2名がこれから留学します。各奨学生が各自の帰国後の活動を考え、実習中心の留学か

学位取得の留学かを選択し、数年間の留学期間で最大限の有意義な経験と多くのことを学んでいます。

日本では大学などでまだまだ手話通訳が付かないなどから、聴覚障害者は独自で学習に励むことが多

く、大学に進学し卒業する割合もとても低いものですが、この奨学金事業で全ての奨学生が手話通訳

などのサービスを受けアメリカの大学や大学院で活き活きと学んでいます。

また、日本の聴覚障害者はアジア諸国のリーダー的存在であり、今後益々アジア諸国が日本の聴覚

障害者コミュニティに期待することが大きいため、留学中に他国の留学生とも出会い、様々な国の情

勢や文化などを知ることから留学中に国際的なネットワークを作れることも帰国後の活動に非常に役

立っています。

聴覚障害者の教育と活躍の場を
広げています。

� �

団 体 名：	潮っ子ウミガメ隊
事 業 名：	ウミガメの保護活動
支援金額：	400 ,000円

困っていたこと
は何ですか

助成金をどう
使いましたか

申請したきっかけ
は何ですか

助成金をどう
使いましたか

団 体 名：	特定非営利活動法人　日本ASL（アメリカ手話）協会
事 業 名：	日本財団聴覚障害者海外奨学金事業
支援金額：	37 ,412 ,000円
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代 表 者 ：	会長　笹川陽平

所 在 地 ：	〒107-8404　東京都港区赤坂1-2-2　

	 総合案内（コールセンター）	 Tel．03-6229-5111　Fax .03-6229-5110

	 公式サイト	 ht tp : //www.n ippon- foundat ion .or . jp

	 携帯専用サイト	 ht tp : // tn fd . jp

設立年月日：	1962年（昭和37年）10月1日

	 日本財団は、ボートレース事業からの拠出金をもとに、船舶の技術開発や

	 海上の安全確保、福祉や教育の向上、人道援助や人材育成を通じた

	 国際貢献など、人々のよりよい暮らしを支える活動を推進しています。

	 	

基本財産：	304億円（2010年3月末日）

人員構成：	役員15名　評議員14名　

	 職員101名/平均年齢37才（2010年6月1日現在）

役員 評議員

役職名 氏　名 氏　名

会　長

理事長

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監事 ( 非常勤 )

笹川陽平

尾形武寿

大野修一

田南立也

長光正純

前田　晃

三浦一郎

小川健兒

下村のぶ子

田久保忠衛

竹内俊夫

渡部昇一

金子　明

北島邦夫

剱持昭司

元・日本財団 理事長

元・日本財団 常務理事

元・日本財団　国際部長

元・日本財団　国際協力グループ長

元・海上保安庁　次長

元・日本財団　経営企画グループ長

元・日本財団　公益・ボランティア支援グループ長

（財）日本海事協会　名誉会長

（株）海竜社　代表取締役社長

杏林大学　客員教授

全国モーターボート競走施行者協議会　会長

青梅市長 

上智大学　名誉教授

元・日本財団　総務グループ長

元・中部国際空港（株）　常勤監査役

税理士

石黒克巳

河村幹夫

近藤恭子

鈴木富夫

高木　剛

千野境子

土井勝二

福永達夫

松井義雄

松本健一

皆川浩二

三好正也

屋山太郎

米長邦雄

（株）毎日ビルディング　会長

（元・毎日新聞社　代表取締役専務）

多摩大学統合リスクマネジメント研究所　所長

千葉商科大学　名誉教授

出版倫理協議会　議長

（財）国際労働財団　理事長　

産経新聞社　特別記者

日本空港ビルディング（株）　代表取締役副社長

（社）日本モーターボート選手会　会長

読売新聞東京本社　相談役

麗澤大学大学院　国際経済研究科　教授

比較文明文化研究センター　所長

（財）日本モーターボート競走会　会長

（株）ミヨシ・ネットワークス　代表取締役会長

（元・経団連事務総長）

政治評論家

（社）日本将棋連盟　会長

永世棋聖

計 1 5 名 計 1 4 名

（五十音順 / 敬称略）　

情報公開にも力を入れています。

公式サイト

日本財団ツイッター

日本財団ブログマガジン日本財団図書館

ちゃっぷん亭

日本財団テレビ

日本財団のあらゆる情報を紹介しています。

助成事業の成果物を紹介しています。

一般の方々と気軽なコミュニケーションツールとして
活用されています。

ボートレースのお金の使われ方を紹介しています。

国内外の多岐にわたる助成事業の情報をリアルタイ
ムでお届けしています。

Yo u Tu b eを活用し、助成事業の現場映像を配信し
ています。

　社会に対して常にオープンで透明であるために、事業計画や報告、予算、決算はもとより、助成事業の公募情報、事

業の現場風景や、その成果を公開しボートレースのお金が社会に役立てられていることを広く、タイムリーに発信する

ことができるウェブサイトの充実に力を入れています。

� �
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支援額は千円未満を切り捨てて表示しています。

公益・
ボランティア

海洋

国際協力

2005年度

件　数

支援額

件　数

支援額

件　数

支援額

件　数

支援額

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

2,714

10,002,025

228

9,366,530

52

3,234,744

2,994

22,603,300

3,785

11,113,617

222

13,311,953

57

4,687,945

4,064

29,113,515

3,222

10,823,373

204

10,781,685

49

3,649,208

3,475

25,254,268

3,644

9,711,635

202

9,269,151

59

3,624,232

3,905

22,605,018

3,888

10,811,753

328

9,985,404

66

3,801,153

4,282

24,598,310
総　額

公益・
ボランティア

海洋

国際協力

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

44%

41%

15%

43%

41%

16%

43%

43%

14%

38%

46%

16%

44%

42%

14%

�0 ��

支援件数・支援額の推移

貸借対照表
2 0 1 0 年 3 月 3 1 日 現 在

（単位： 千円）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

I　資産の部

1．流動資産

　現金預金 4 , 9 9 1 , 2 7 5 7 , 8 8 4 , 6 1 8 ▲ 2 , 8 9 3 , 3 4 3

　未収金 6 2 4 , 1 8 3 6 3 8 , 0 9 3 　　▲ 1 3 , 9 1 0

　前払金 1 0 , 5 6 2 1 0 , 6 4 7 　　　　▲ 8 4

　仮払金 7 7 8 1 , 4 8 5 　　　▲ 7 0 6

流動資産合計 5 , 6 2 6 , 8 0 0 8 , 5 3 4 , 8 4 5 ▲ 2 , 9 0 8 , 0 4 5

2．固定資産

（1）基本財産

　土地（基） 1 4 , 7 0 3 , 0 7 3 1 4 , 7 0 3 , 0 7 3 0

　預金（基） 6 6 9 , 7 4 6 1 , 6 1 3 , 9 0 0 ▲ 9 4 4 , 1 5 4

　金銭信託（基） 9 , 4 4 0 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 　▲ 5 6 0 , 0 0 0

　有価証券（基） 5 , 6 8 5 , 4 2 6 4 , 1 7 5 , 1 3 7 1 , 5 1 0 , 2 8 8

基本財産合計 3 0 , 4 9 8 , 2 4 5 3 0 , 4 9 2 , 1 1 0 6 , 1 3 4

（2）特定資産

　貸付基金 2 0 4 , 5 0 0 , 0 0 0 2 0 4 , 5 0 0 , 0 0 0 0

　　貸付基金引当資産 2 , 6 7 7 , 2 0 0 1 7 , 6 4 0 , 9 0 0 ▲ 1 4 , 9 6 3 , 7 0 0

　　長期貸付金 2 0 1 , 8 2 2 , 8 0 0 1 8 6 , 8 5 9 , 1 0 0 1 4 , 9 6 3 , 7 0 0

　貸倒引当金 　▲ 7 0 3 , 0 9 2 　▲ 6 5 0 , 9 5 0 　　▲ 5 2 , 1 4 2

　業務費平衡基金引当資産 2 3 , 4 6 0 , 2 0 5 2 3 , 4 4 6 , 6 4 4 1 3 , 5 6 1

　固定資産取得基金引当資産 3 , 6 7 6 , 1 6 5 3 , 6 7 6 , 1 0 4 6 0

　退職給付引当資産 9 9 2 , 8 9 4 9 3 7 , 9 4 3 5 4 , 9 5 0

　貸倒引当資産 7 0 3 , 0 9 2 6 5 0 , 0 0 0 5 3 , 0 9 2

特定資産合計 2 3 2 , 6 2 9 , 2 6 4 2 3 2 , 5 5 9 , 7 4 1 6 9 , 5 2 3

（3）その他固定資産

　　建物 2 , 6 3 2 , 1 9 9 2 , 7 5 6 , 7 2 4 　▲ 1 2 4 , 5 2 4

　　構築物 1 2 7 , 6 1 1 1 3 8 , 0 7 9 　　▲ 1 0 , 4 6 8

　　機械装置 5 9 8 9 　　　　▲ 2 9

　　車両運搬具 9 , 8 1 2 1 3 , 8 0 5 　　▲ 3 , 9 9 3

　　什器備品 2 3 5 , 1 6 2 2 3 8 , 8 5 5 　　▲ 3 , 6 9 3

　　土地 7 0 4 , 5 7 1 7 0 4 , 5 7 1 0

　　ソフトウェア 2 5 0 , 6 2 6 3 3 6 , 9 3 9 　　▲ 8 6 , 3 1 2

　　著作権 3 , 5 2 4 3 , 5 2 4 0

　　商標権 8 5 1 8 0 1 4 9

　　電話加人権 3 , 2 9 9 3 , 3 7 4 　　　　▲ 7 4

　　保証金 2 , 6 4 1 2 , 6 4 1 0

その他固定資産合計 3 , 9 7 0 , 3 6 0 4 , 1 9 9 , 4 0 7 　▲ 2 2 9 , 0 4 7

固定資産合計 2 6 7 , 0 9 7 , 8 7 1 2 6 7 , 2 5 1 , 2 5 9 　▲ 1 5 3 , 3 8 8

資産合計 2 7 2 , 7 2 4 , 6 7 1 2 7 5 , 7 8 6 , 1 0 5 ▲ 3 , 0 6 1 , 4 3 4

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

I I　負債の部

1 . 流動負債

　未払金 1 , 1 5 3 , 9 1 8 1 , 9 1 4 , 7 8 4 ▲ 7 6 0 , 8 6 5

　未払法人税住民税等 7 9 , 8 3 5 8 6 , 8 4 8 ▲ 7 , 0 1 2

　前受金 1 , 3 9 2 , 6 0 0 1 , 2 8 4 , 5 1 2 1 0 8 , 0 8 7

　預り金 1 0 , 8 1 1 8 , 6 2 7 2 , 1 8 3

　賞与引当金 3 3 , 4 3 4 4 0 , 5 2 5 　　▲ 7 , 0 9 1

流動負債合計 2 , 6 7 0 , 6 0 0 3 , 3 3 5 , 2 9 8 　　▲ 6 6 4 , 6 9 8

2 . 固定負債

　退職給付引当金 1 , 0 6 0 , 7 8 2 9 7 8 , 6 0 1 8 2 , 1 8 0

　　役員退職慰労引当金 1 5 6 , 9 9 7 1 3 8 , 0 6 6 1 8 , 9 3 1

　　退職給付引当金 9 0 3 , 7 8 4 8 4 0 , 5 3 4 6 3 , 2 4 9

固定負債合計 1 , 0 6 0 , 7 8 2 9 7 8 , 6 0 1 8 2 , 1 8 0

負債合計 3 , 7 3 1 , 3 8 2 4 , 3 1 3 , 8 9 9 　　▲ 5 8 2 , 5 1 7

I I I　正味財産の部

1 . 指定正味財産 5 7 3 , 5 5 4 5 7 3 , 5 5 4 0

　　寄贈土地（指定） 5 5 3 , 5 5 4 5 5 3 , 5 5 4 0

　　寄付金（指定） 2 0 , 0 0 0 2 0 , 0 0 0 0

指定正味財産合計 5 7 3 , 5 5 4 5 7 3 , 5 5 4 0

　(うち基本財産への充当額 ) (   5 7 3 , 5 5 4 ) (    5 7 3 , 5 5 4 ) (             0 )

2 . 一般正味財産 2 6 8 , 4 1 9 , 7 3 4 2 7 0 , 8 9 8 , 6 5 0 ▲ 2 , 4 7 8 , 9 1 6

　(うち基本財産への充当額 ) ( 2 9 , 9 2 4 , 6 9 1 ) ( 2 9 , 9 1 8 , 5 5 6 ) ( 6 , 1 3 4 )

　(うち特定資産への充当額 ) ( 2 3 1 , 6 3 6 , 3 7 0 ) ( 2 3 1 , 6 2 1 , 7 9 8 ) ( 1 4 , 5 7 2 )

正味財産合計 2 6 8 , 9 9 3 , 2 8 9 2 7 1 , 4 7 2 , 2 0 5 　▲ 2 , 4 7 8 , 9 1 6

負債及び正味財産合計 2 7 2 , 7 2 4 , 6 7 1 2 7 5 , 7 8 6 , 1 0 5 ▲ 3 , 0 6 1 , 4 3 4

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。

支援額比率の推移
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キャッシュ・フロー計算書
2 0 0 9 年 4 月 1 日 か ら 2 0 1 0 年 3 月 3 1 日 ま で

正味財産増減計算書
2 0 0 9 年 4 月 １ 日 か ら 2 0 1 0 年 3 月 3 1 日 ま で

（単位： 千円）（単位： 千円）

科　　　目 当　年　度 前　年　 度 増　　減

I　一般正味財産増減の部

1 . 経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 1 5 2 , 7 8 8 1 5 3 , 8 8 5 ▲ 1 , 0 9 7

  基本財産受取利息 1 5 2 , 7 8 8 1 5 3 , 8 8 5 ▲ 1 , 0 9 7

特定資産運用益 6 8 8 , 0 8 2 7 8 4 , 5 3 2 　▲ 9 6 , 4 5 0

　特定資産受取利息 6 8 8 , 0 8 2 7 8 4 , 5 3 2 　▲ 9 6 , 4 5 0

受取交付金 2 4 , 6 6 8 , 8 0 1 2 6 , 8 2 4 , 0 4 4 ▲ 2 , 1 5 5 , 2 4 2

事業収益 2 5 5 , 7 9 8 2 5 2 , 4 0 6 3 , 3 9 1

　賃貸料収益 2 5 5 , 7 9 8 2 5 2 , 4 0 6 3 , 3 9 1

雑収益 1 9 , 1 2 4 6 4 , 8 1 8 　▲ 4 5 , 6 9 3

　受取利息 1 2 , 3 3 9 6 0 , 7 2 6 　▲ 4 8 , 3 8 6

　雑収益 6 , 7 8 4 4 , 0 9 1 2 , 6 9 2

経常収益計 2 5 , 7 8 4 , 5 9 4 2 8 , 0 7 9 , 6 8 6 ▲ 2 , 2 9 5 , 0 9 2

（2）経常費用

事業費 2 7 , 0 5 2 , 9 5 2 2 4 , 0 7 9 , 1 7 5 2 , 9 7 3 , 7 7 6

　貸付業務費 1 4 , 1 6 7 1 4 , 3 9 9 　　　▲ 2 3 2

　支払補助金 1 9 , 5 4 7 , 2 8 5 1 7 , 9 3 3 , 7 1 6 1 , 6 1 3 , 5 6 9

　海外協力援助費 4 , 3 3 4 , 2 4 4 4 , 0 3 7 , 5 1 9 2 9 6 , 7 2 4

　国内協力援助費 7 1 6 , 7 8 1 6 3 3 , 7 8 3 8 2 , 9 9 8

　情報公開費 6 2 8 , 6 5 9 6 2 5 , 9 3 2 2 , 7 2 7

　調査研究費 8 0 5 , 1 1 9 8 3 3 , 8 2 4 　▲ 2 8 , 7 0 5

　ビル運営費 2 6 5 , 8 1 4 － 2 6 5 , 8 1 4

　事業管理費 7 4 0 , 8 8 0 － 7 4 0 , 8 8 0

管理費 1 , 3 7 2 , 5 8 9 2 , 2 8 4 , 8 0 0 ▲ 9 1 2 , 2 1 1

　給与費 3 6 3 , 8 8 1 8 8 9 , 2 3 6 　▲ 5 2 5 , 3 5 4

　　役員報酬 1 7 2 , 1 3 5 1 6 4 , 3 8 6 7 , 7 4 8

　　職員給 1 5 5 , 4 6 2 6 0 5 , 1 3 2 　▲ 4 4 9 , 6 6 9

　　嘱託給 3 6 , 0 9 7 1 1 9 , 3 2 3 　▲ 8 3 , 2 2 5

　　臨時雇賃金 1 8 5 3 9 3 　　　▲ 2 0 8

　福利厚生費 6 4 , 8 6 9 2 1 0 , 1 4 2 　▲ 1 4 5 , 2 7 3

　賞与引当金繰入額 6 , 7 4 1 4 0 , 5 2 5 　▲ 3 3 , 7 8 4

　　職員賞与引当繰入額 6 , 7 4 1 4 0 , 5 2 5 　▲ 3 3 , 7 8 4

　貸倒引当金繰入額 5 2 , 1 4 2 0 5 2 , 1 4 2

　退職金給付費用 1 4 6 , 8 0 1 1 2 1 , 1 6 7 2 5 , 6 3 4

　　役員退職慰労金 3 4 , 3 9 2 2 4 , 8 1 7 9 , 5 7 5

　　職員退職給付費用 1 1 2 , 4 0 8 9 6 , 3 5 0 1 6 , 0 5 8

　旅費交通費 4 5 , 5 0 6 2 6 , 2 1 1 1 9 , 2 9 4

　事務諸費 1 6 6 , 6 4 5 1 6 8 , 9 4 3 　　▲ 2 , 2 9 8

　諸謝金 1 8 , 4 2 3 2 3 , 0 8 8 　　▲ 4 , 6 6 4

　調査費 7 , 0 5 9 2 8 , 4 0 1 ▲ 2 1 , 3 4 1

　ビル運営費 － 2 5 2 , 4 9 8 ▲ 2 5 2 , 4 9 8

　減価償却費 3 1 0 , 2 7 3 3 0 5 , 3 4 3 4 , 9 2 9

　雑費 1 9 0 , 2 4 4 2 1 9 , 2 4 0 　▲ 2 8 , 9 9 5

経常費用　計 2 8 , 4 2 5 , 5 4 1 2 6 , 3 6 3 , 9 7 6 2 , 0 6 1 , 5 6 4

当期経常増減額 ▲ 2 , 6 4 0 , 9 4 6 1 , 7 1 5 , 7 1 0 ▲ 4 , 3 5 6 , 6 5 6

科　　　目 当　年　度 前　年　 度 増　　減

2 . 経常外増減の部

（1）経常外収益

貸倒引当金取崩益 0 3 4 9 , 0 4 9 ▲ 3 4 9 , 0 4 9

　 貸倒引当金取崩益 0 3 4 9 , 0 4 9 ▲ 3 4 9 , 0 4 9

新会計基準適用に伴う過年度修正額 － 1 7 , 8 8 7 ▲ 1 7 , 8 8 7

　 過年度基本財産受取利息 － 4 , 2 0 7 ▲ 4 , 2 0 7

　 過年度特定資産受取利息 － 1 3 , 6 7 9 ▲ 1 3 , 6 7 9

その他経常外収益 3 3 3 , 0 2 7 1 9 4 , 2 0 2 1 3 8 , 8 2 5

　支払補助金返還収益 1 3 9 , 1 9 7 1 2 5 , 2 5 4 1 3 , 9 4 2

　為替差益 6 8 0 6 8

　雑収益 1 9 3 , 7 6 2 6 8 , 9 4 7 1 2 4 , 8 1 4

経常外収益　計 3 3 3 , 0 2 7 5 6 1 , 1 3 9 ▲ 2 2 8 , 1 1 1

（2）経常外費用

その他固定資産売却損 0 7 7 　▲ 7 7

その他固定資産除却損 1 , 2 7 0 2 , 6 4 6 　▲ 1 , 3 7 6

　建物除却損 0 4 4 1 ▲ 4 4 1

　建物付属設備除却損 9 4 7 0 9 4 7

　什器備品除却損 2 4 8 2 , 2 0 5 ▲ 1 , 9 5 6

　電話加入権除却損 7 4 0 7 4

減損損失 0 1 , 5 6 2 , 6 6 8 ▲ 1 , 5 6 2 , 6 6 8

新会計基準適用に伴う過年度修正額 － 4 0 , 0 0 3 ▲ 4 0 , 0 0 3

　 過年度退職給付費用 － 4 0 , 0 0 3 ▲ 4 0 , 0 0 3

その他経常外費用 8 9 , 8 9 1 2 5 , 0 7 9 6 4 , 8 1 1

　為替差損 1 , 3 3 7 3 9 1 , 2 9 7

　雑費 8 8 , 5 5 4 2 5 , 0 3 9 6 3 , 5 1 4

経常外費用　計 9 1 , 1 6 1 1 , 6 3 0 , 4 7 5 ▲ 1 , 5 3 9 , 3 1 3

当期経常外増減額 2 4 1 , 8 6 5 ▲ 1 , 0 6 9 , 3 3 6 1 , 3 1 1 , 2 0 2

税引前当期一般正味財産増減額 ▲ 2 , 3 9 9 , 0 8 0 6 4 6 , 3 7 3 ▲ 3 , 0 4 5 , 4 5 4

法人税・住民税及び事業税 7 9 , 8 3 5 8 6 , 8 4 8 ▲ 7 , 0 1 2

当期一般正味財産増減額 ▲ 2 , 4 7 8 , 9 1 6 5 5 9 , 5 2 5 ▲ 3 , 0 3 8 , 4 4 1

一般正味財産期首残高 2 7 0 , 8 9 8 , 6 5 0 2 7 0 , 3 3 9 , 1 2 5 5 5 9 , 5 2 5

一般正味財産期末残高 2 6 8 , 4 1 9 , 7 3 4 2 7 0 , 8 9 8 , 6 5 0 ▲ 2 , 4 7 8 , 9 1 6

I I　指定正味財産の部

指定正味財産期首残高 5 7 3 , 5 5 4 5 7 3 , 5 5 4 0

指定正味財産期末残高 5 7 3 , 5 5 4 5 7 3 , 5 5 4 0

I I I　正味財産期末残高  2 6 8 , 9 9 3 , 2 8 9 2 7 1 , 4 7 2 , 2 0 5 ▲ 2 , 4 7 8 , 9 1 6

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　事業活動によるキャッシュ・フロー

１．事業活動収入

  基本財産運用収入 1 4 5 , 9 4 3 1 4 2 , 3 8 9 3 , 5 5 3

基本財産利息収入 1 4 5 , 9 4 3 1 4 2 , 3 8 9 3 , 5 5 3

  特定資産運用収入 6 6 5 , 2 0 5 7 3 0 , 5 8 6 ▲ 6 5 , 3 8 0

特定資産利息収入 6 6 5 , 2 0 5 7 3 0 , 5 8 6 ▲ 6 5 , 3 8 0

  交付金収入 2 4 , 8 8 1 , 4 2 3 2 6 , 5 3 6 , 3 5 3 ▲ 1 , 6 5 4 , 9 2 9

交付金収入 2 4 , 8 8 1 , 4 2 3 2 6 , 5 3 6 , 3 5 3 ▲ 1 , 6 5 4 , 9 2 9

  事業収入 2 5 5 , 7 9 8 2 5 2 , 4 0 6 3 , 3 9 1

賃貸料収入 2 5 5 , 7 9 8 2 5 2 , 4 0 6 3 , 3 9 1

  雑収入 3 5 4 , 2 3 2 2 5 6 , 1 0 0 9 8 , 1 3 2

受取利息収入 1 4 , 4 8 7 5 7 , 8 0 5 ▲ 4 3 , 3 1 8

雑収入 3 3 9 , 7 4 4 1 9 8 , 2 9 4 1 4 1 , 4 5 0

事業活動収入計 2 6 , 3 0 2 , 6 0 2 2 7 , 9 1 7 , 8 3 5 ▲ 1 , 6 1 5 , 2 3 2

２．事業活動支出

  事業費支出 2 7 , 8 6 9 , 1 2 6 2 4 , 9 2 2 , 2 6 3 2 , 9 4 6 , 8 6 3

貸付業務費支出 1 4 , 1 1 1 1 4 , 3 9 4 ▲ 2 8 3

補助金支出 1 9 , 7 1 3 , 3 2 1 1 8 , 3 3 6 , 5 7 2 1 , 3 7 6 , 7 4 8

海外協力援助費支出 4 , 8 8 5 , 5 0 8 4 , 6 3 3 , 9 3 9 2 5 1 , 5 6 8

国内協力援助費支出 8 0 0 , 0 0 3 5 8 9 , 8 2 0 2 1 0 , 1 8 3

情報公開費支出 5 9 8 , 6 5 9 5 6 6 , 6 2 2 3 2 , 0 3 6

調査研究費支出 8 2 6 , 2 1 3 7 8 0 , 9 1 3 4 5 , 3 0 0

ビル運営費支出 2 6 0 , 0 0 2 - 2 6 0 , 0 0 2

事業管理費支出 7 7 1 , 3 0 6 - 7 7 1 , 3 0 6

  管理費支出 9 0 6 , 6 7 5 1 , 8 6 6 , 7 2 5 ▲ 9 6 0 , 0 5 0

給与費支出 3 8 0 , 5 0 5 8 9 5 , 0 7 1 ▲ 5 1 4 , 5 6 5

　役員報酬支出 1 7 0 , 8 3 5 - -

　職員給支出 1 7 2 , 2 9 6 - -

　嘱託給支出 3 7 , 0 8 2 - -

　臨時雇賃金支出 2 9 0 - -

福利厚生費支出 6 8 , 0 5 5 2 0 2 , 2 3 8 ▲ 1 3 4 , 1 8 3

退職給付支出 2 0 , 4 4 3 7 5 , 8 4 8 ▲ 5 5 , 4 0 5

旅費交通費支出 4 5 , 5 9 3 2 5 , 4 2 8 2 0 , 1 6 4

事務諸費支出 1 6 6 , 9 6 2 1 5 9 , 8 9 1 7 , 0 7 0

諸謝金支出 1 7 , 8 3 8 2 2 , 9 7 2 ▲ 5 , 1 3 4

調査費支出 7 , 6 6 3 2 6 , 8 3 5 ▲ 1 9 , 1 7 1

ビル運営費支出 3 , 7 2 2 2 5 1 , 7 7 3 ▲ 2 4 8 , 0 5 1

雑費支出 1 9 5 , 8 9 0 2 0 6 , 6 6 4 ▲ 1 0 , 7 7 3

  雑支出 8 9 , 8 9 1 2 6 , 0 3 9 6 3 , 8 5 1

　為替差損支出 1 , 3 3 7 0 1 , 3 3 7

　雑支出 8 8 , 5 5 4 2 6 , 0 3 9 6 2 , 5 1 4

法人税等の支払額 - 6 2 , 6 7 2 ▲ 6 2 , 6 7 2

事業活動支出計 2 8 , 8 6 5 , 6 9 3 2 6 , 8 7 7 , 7 0 1 1 , 9 8 7 , 9 9 2

小計 ▲ 2 , 5 6 3 , 0 9 0 - -

法人税等の支払額 8 6 , 8 4 8 - 8 6 , 8 4 8

事業活動によるキャッシュ・フロー ▲ 2 , 6 4 9 , 9 3 8 1 , 0 4 0 , 1 3 4 ▲ 3 , 6 9 0 , 0 7 3

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅱ　投資活動によるキャッシュフロー

１．投資活動収入

  固定資産売却収入 0 2 0 8 ▲ 2 0 8

その他の固定資産売却収入 0 2 0 8 ▲ 2 0 8

  特定資産取崩収入 4 7 , 0 4 9 7 1 1 , 0 1 1 ▲ 6 6 3 , 9 6 2

業務費平衡基金引当資産取崩収入 0 2 9 9 , 6 4 0 ▲ 2 9 9 , 6 4 0

退職給付引当資産取崩収入 4 7 , 0 4 9 6 1 , 3 7 1 ▲ 1 4 , 3 2 2

貸倒引当資産取崩収入 0 3 5 0 , 0 0 0 ▲ 3 5 0 , 0 0 0

投資活動収入計 4 7 , 0 4 9 7 1 1 , 2 2 0 ▲ 6 6 4 , 1 7 0

２．投資活動支出

  固定資産取得支出 1 3 7 , 8 2 4 9 3 , 0 3 6 4 4 , 7 8 7

固定資産取得支出 1 3 7 , 8 2 4 9 3 , 0 3 6 4 4 , 7 8 7

  特定資産取得支出 1 5 5 , 0 9 2 3 , 8 0 7 , 1 5 2 ▲ 3 , 6 5 2 , 0 6 0

貸付基金引当資産支出 0 1 , 6 0 0 , 0 0 0 ▲ 1 , 6 0 0 , 0 0 0

業務費平衡基金引当資産支出 0 2 , 0 9 9 , 6 4 0 ▲ 2 , 0 9 9 , 6 4 0

退職給付引当資産支出 1 0 2 , 0 0 0 1 0 7 , 5 1 2 ▲ 5 , 5 1 2

貸倒引当資産支出 5 3 , 0 9 2 0 5 3 , 0 9 2

投資活動支出計 2 9 2 , 9 1 7 3 , 9 0 0 , 1 8 9 ▲ 3 , 6 0 7 , 2 7 2

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 2 4 5 , 8 6 8 ▲ 3 , 1 8 8 , 9 6 9 2 , 9 4 3 , 1 0 1

Ⅲ　財務活動によるキャッシュフロー

１．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0

２．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 0 0 0

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 2 , 4 6 3 ▲ 1 0 7 , 1 8 4 1 0 9 , 6 4 8

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 ▲ 2 , 8 9 3 , 3 4 3 ▲ 2 , 2 5 6 , 0 1 9 ▲ 6 3 7 , 3 2 3

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 7 , 8 8 4 , 6 1 8 1 0 , 1 4 0 , 6 3 8 ▲ 2 , 2 5 6 , 0 1 9

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 4 , 9 9 1 , 2 7 5 7 , 8 8 4 , 6 1 8 ▲ 2 , 8 9 3 , 3 4 3

（注）1 . 資金の範囲：資金の範囲には現金及び現金同等物を含めています。
　　 2 . 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
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収支決算書
2 0 0 9 年 4 月 1 日 か ら 2 0 1 0 年 3 月 3 1 日 ま で

財産目録
2 0 1 0 年 3 月 3 1 日 現 在

科　　目 摘　　要 金　　額

I　資産の部

1．流動資産

　　現金預金 4 , 9 9 1 , 2 7 5

現金 2 9 8

普通預金 9 3 5 , 6 9 4

定期預金 3 , 8 0 0 , 0 0 0

外貨預金（ドル） 1 2 7 , 2 6 6

普通預金寄付金口 7 3 , 8 0 4

普通預金ジンマー寄付金口 4 4 , 1 5 1

普通預金ツリー寄付金口 1 0 , 0 6 0

　　未収金 6 2 4 , 1 8 3

　　　未収補助金 3 8 0 , 3 7 8

　　　長期貸付金未収利息 2 1 5 , 2 8 4

　　　預金未収利息 1 , 6 7 8

　　　有価証券未収利息 2 3 , 2 8 3

　　　その他未収金 3 , 5 5 8

　　前払金 1 0 , 5 6 2

　　仮払金 7 7 8

流動資産合計 5 , 6 2 6 , 8 0 0

2．固定資産

（1）基本財産

　　土地（基） 1 4 , 7 0 3 , 0 7 3

　　預金（基） 定期預金 6 6 9 , 7 4 6

6 6 9 , 7 4 6

　　金銭信託（基） 金銭信託 9 , 4 4 0 , 0 0 0

9 , 4 4 0 , 0 0 0

　　有価証券（基） 5 , 6 8 5 , 4 2 6

国庫債券 3 9 9 , 8 7 4

特殊債券 3 , 4 0 0 , 0 0 0

地方債券 1 , 8 8 5 , 5 5 1

基本財産合計 3 0 , 4 9 8 , 2 4 5

　( 2 ) 特定資産

　　貸付基金 2 0 4 , 5 0 0 , 0 0 0

　　　貸付基金引当資産 2 , 6 7 7 , 2 0 0

定期預金 ( 造船 ) 2 , 4 7 7 , 2 0 0

特殊債券 2 0 0 , 0 0 0

　　　長期貸付金  2 0 1 , 8 2 2 , 8 0 0

長期貸付金（造船関係） 2 0 1 , 8 2 2 , 8 0 0

　　貸倒引当金 　▲ 7 0 3 , 0 9 2

造船関係 　▲ 7 0 3 , 0 9 2

　　業務費平衡基金引当資産 2 3 , 4 6 0 , 2 0 5

定期預金 2 , 7 8 6 , 3 8 6

金銭信託 4 , 7 0 0 , 0 0 0

金融債券 7 0 0 , 0 0 0

特殊債券 1 3 , 8 9 2 , 6 5 4

地方債券 1 , 3 8 1 , 1 6 4

科　　目　 摘　　要 金　　額

　　固定資産取得基金引当資産 3 , 6 7 6 , 1 6 5

定期預金 5 7 6 , 1 6 5

金融債券 3 0 0 , 0 0 0

特殊債券 2 , 8 0 0 , 0 0 0

　　退職給付引当資産 9 9 2 , 8 9 4

普通預金 9 4

定期預金 9 9 2 , 8 0 0

　　貸倒引当資産 7 0 3 , 0 9 2

定期預金 7 0 3 , 0 9 2

特定資産合計 2 3 2 , 6 2 9 , 2 6 4

　( 3 )その他固定資産

　　　建物 2 , 6 3 2 , 1 9 9

建物 2 , 1 6 6 , 6 7 1

建物付属設備 4 6 5 , 5 2 8

　　　構築物 1 2 7 , 6 1 1

構築物 1 2 7 , 6 1 1

　　　機械装置 5 9

機械装置 5 9

　　　車両運搬具 9 , 8 1 2

車両運搬具 9 , 8 1 2

　　　什器備品 2 3 5 , 1 6 2

什器備品 2 3 5 , 1 6 2

　　　土地 7 0 4 , 5 7 1

　　　ソフトウェア 2 5 0 , 6 2 6

　　　著作権 3 , 5 2 4

　　　商標権 8 5 1

　　　電話加入権 3 , 2 9 9

　　　保証金 2 , 6 4 1

その他固定資産合計 3 , 9 7 0 , 3 6 0

固定資産合計 2 6 7 , 0 9 7 , 8 7 1

資産合計 2 7 2 , 7 2 4 , 6 7 1

I I　負債の部

1 . 流動負債

　　未払金 1 , 1 5 3 , 9 1 8

　　未払法人税住民税等 7 9 , 8 3 5

　　前受金 1 , 3 9 2 , 6 0 0

　　預り金 1 0 , 8 1 1

　　賞与引当金 3 3 , 4 3 4

流動負債合計 2 , 6 7 0 , 6 0 0

2 . 固定負債

　　退職給付引当金 1 , 0 6 0 , 7 8 2

　　　役員退職慰労引当金 1 5 6 , 9 9 7

　　　退職給付引当金 9 0 3 , 7 8 4

固定負債合計 1 , 0 6 0 , 7 8 2

負債合計 3 , 7 3 1 , 3 8 2

正味財産 2 6 8 , 9 9 3 , 2 8 9

（単位： 千円）（単位： 千円）

科　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

I　収入の部

　基本財産運用収入 1 4 3 , 4 4 2 1 4 6 , 6 5 3 3 , 2 1 1

　　基本財産利息収入 1 4 3 , 4 4 2 1 4 6 , 6 5 3 3 , 2 1 1

　特定資産運用収入 6 4 2 , 4 5 0 6 7 4 , 4 6 0 3 2 , 0 1 0

　　特定資産利息収入 6 4 2 , 4 5 0 6 7 4 , 4 6 0 3 2 , 0 1 0

　交付金収入 2 5 , 6 2 0 , 1 3 8 2 4 , 6 6 8 , 8 0 1 　▲ 9 5 1 , 3 3 6

　　交付金収入 2 5 , 6 2 0 , 1 3 8 2 4 , 6 6 8 , 8 0 1 　▲ 9 5 1 , 3 3 6

　事業収入 2 4 9 , 1 2 2 2 5 5 , 7 9 8 6 , 6 7 6

　　賃貸料収入 2 4 9 , 1 2 2 2 5 5 , 7 9 8 6 , 6 7 6

　雑収入 2 4 0 , 0 0 0 3 5 2 , 1 5 2 1 1 2 , 1 5 2

　　受取利息収入 2 0 , 0 0 0 1 2 , 3 3 9 ▲ 7 , 6 6 0

　　為替差益収入 0 6 8 6 8

　　雑収入 2 2 0 , 0 0 0 3 3 9 , 7 4 4 1 1 9 , 7 4 4

　特定資産取崩収入 2 , 7 5 7 , 0 8 0 4 7 , 0 4 9 ▲ 2 , 7 1 0 , 0 3 0

　　業務費平衡基金引当資産取崩収入 2 , 7 0 0 , 0 0 0 0 ▲ 2 , 7 0 0 , 0 0 0

　　退職給付引当資産取崩収入 4 7 , 0 8 0 4 7 , 0 4 9 　　　▲ 3 0

　　貸倒引当資産取崩収入 1 0 , 0 0 0 0 　▲ 1 0 , 0 0 0

当期収入合計 2 9 , 6 5 2 , 2 3 2 2 6 , 1 4 4 , 9 1 4 ▲ 3 , 5 0 7 , 3 1 7

　前期繰越収支差額 4 , 2 9 4 , 0 8 8 5 , 2 4 0 , 0 7 2 9 4 5 , 9 8 4

収入合計 3 3 , 9 4 6 , 3 2 0 3 1 , 3 8 4 , 9 8 6 ▲ 2 , 5 6 1 , 3 3 3

I I　支出の部

　事業費支出 3 1 , 7 9 0 , 8 8 4 2 7 , 1 0 0 , 4 4 3 ▲ 4 , 6 9 0 , 4 4 0

　　貸付業務費支出 7 8 , 2 0 0 1 4 , 1 6 7 　▲ 6 4 , 0 3 2

　　補助金支出 2 2 , 5 0 0 , 0 0 0 1 9 , 5 4 7 , 2 8 5 ▲ 2 , 9 5 2 , 7 1 5

　　海外協力援助費（助成金）支出 5 , 5 0 0 , 0 0 0 4 , 3 3 4 , 2 4 4 ▲ 1 , 1 6 5 , 7 5 5

　　国内協力援助費（助成金）支出 7 5 0 , 0 0 0 7 1 6 , 7 8 1 　▲ 3 3 , 2 1 8

　　情報公開費支出 8 3 6 , 0 0 0 6 2 8 , 6 5 9 　▲ 2 0 7 , 3 4 0

　　調査研究費支出 9 9 6 , 5 0 0 8 0 5 , 1 1 9 　▲ 1 9 1 , 3 8 0

　　ビル運営費支出 2 9 5 , 7 2 5 2 6 5 , 8 1 4 ▲ 2 9 , 9 1 0

　　　海洋船舶ビル運営費支出 1 0 5 , 2 3 5 9 8 , 3 6 5 　　▲ 6 , 8 6 9

　　　日本財団ビル運営費支出 1 9 0 , 4 9 0 1 6 7 , 4 4 8 　▲ 2 3 , 0 4 1

　　事業管理費支出 8 3 4 , 4 5 9 7 8 8 , 3 7 2 　▲ 4 6 , 0 8 6

　　　給与費支出 6 2 0 , 6 4 2 6 1 7 , 4 4 2 ▲ 3 , 1 9 9

　　　　職員給支出 5 4 9 , 3 6 4 5 4 8 , 9 0 9 　　　▲ 4 5 4

　　　　嘱託給支出 7 0 , 7 3 7 6 8 , 5 3 2 ▲ 2 , 2 0 4

　　　　臨時雇賃金支出 5 4 1 0 　　　▲ 5 4 1

　　　福利厚生費支出 9 7 , 6 4 6 8 2 , 5 4 4 　▲ 1 5 , 1 0 1

　　　　法定福利費支出 8 6 , 7 2 1 7 5 , 2 0 1 ▲ 1 1 , 5 1 9

　　　　福利厚生費支出 1 0 , 9 2 5 7 , 3 4 3 　　▲ 3 , 5 8 1

　　　退職給付支出 4 4 , 8 0 0 4 4 , 7 7 3 　　　▲ 2 6

　　　調査費支出 2 8 , 8 1 9 1 0 , 8 1 8 　▲ 1 8 , 0 0 0

　　　　調査旅費支出 1 5 , 2 9 9 7 , 5 8 8 　　▲ 7 , 7 1 0

　　　　調査経費支出 1 3 , 5 2 0 3 , 2 3 0 　▲ 1 0 , 2 8 9

　　　雑費支出 4 2 , 5 5 2 3 2 , 7 9 2 　　▲ 9 , 7 5 9

科　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

　管理費支出 1 , 0 6 0 , 0 7 9 8 8 7 , 5 9 2 　▲ 1 7 2 , 4 8 6

　　給与費支出 4 4 2 , 7 1 2 3 7 4 , 9 9 6 　▲ 6 7 , 7 1 5

　　　役員報酬支出 1 7 3 , 1 0 0 1 7 2 , 1 3 5 ▲ 9 6 4

　　　職員給支出 2 1 8 , 4 3 4 1 6 6 , 5 7 7 　▲ 5 1 , 8 5 6

　　　嘱託給支出 4 7 , 1 3 6 3 6 , 0 9 7 　▲ 1 1 , 0 3 8

　　　臨時雇賃金支出 4 , 0 4 2 1 8 5 　　▲ 3 , 8 5 6

　　福利厚生費支出 8 2 , 4 4 2 6 5 , 3 4 4 　▲ 1 7 , 0 9 7

　　退職給付支出 1 9 , 4 0 0 1 9 , 3 7 1 　　　▲ 2 8

　　　役員退職慰労金支出 1 5 , 4 6 3 1 5 , 4 6 1 　　　　▲ 1

　　　職員退職給付支出 3 , 9 3 7 3 , 9 1 0 　　　▲ 2 6

　　旅費交通費支出 5 5 , 6 4 7 4 5 , 5 0 6 ▲ 1 0 , 1 4 0

　　事務諸費支出 1 9 4 , 3 8 0 1 6 6 , 6 4 5 　▲ 2 7 , 7 3 4

　　諸謝金支出 3 3 , 7 5 4 1 8 , 4 2 3 　▲ 1 5 , 3 3 0

　　調査費支出 1 0 , 0 0 0 7 , 0 5 9 ▲ 2 , 9 4 0

　　雑費支出 2 2 1 , 7 4 4 1 9 0 , 2 4 4 　▲ 3 1 , 4 9 9

　雑支出 2 3 0 , 0 0 0 8 9 , 8 9 1 ▲ 1 4 0 , 1 0 8

　　為替差損支出 0 1 , 3 3 7 1 , 3 3 7

　　雑支出 2 3 0 , 0 0 0 8 8 , 5 5 4 ▲ 1 4 1 , 4 4 5

　固定資産取得支出 3 1 0 , 0 0 0 8 2 , 4 9 6 　▲ 2 2 7 , 5 0 3

　　固定資産取得支出 3 1 0 , 0 0 0 8 2 , 4 9 6 　▲ 2 2 7 , 5 0 3

　特定資産取得支出 1 7 2 , 0 0 0 1 5 5 , 0 9 2 　▲ 1 6 , 9 0 7

　　貸付基金引当資産支出 1 0 , 0 0 0 0 　▲ 1 0 , 0 0 0

　　退職給付引当資産支出 1 0 2 , 0 0 0 1 0 2 , 0 0 0 0

　　貸倒引当資産支出 6 0 , 0 0 0 5 3 , 0 9 2 　　▲ 6 , 9 0 7

　法人税､ 住民税及び事業税支出 1 0 1 , 8 0 0 7 9 , 8 3 5 　▲ 2 1 , 9 6 4

　　法人税､ 住民税及び事業税支出 1 0 1 , 8 0 0 7 9 , 8 3 5 　▲ 2 1 , 9 6 4

　予備費 3 4 4 , 6 7 7 － ▲ 2 8 1 , 5 5 7

（注）1 ▲ 6 3 , 1 2 0

当期支出合計 3 3 , 9 4 6 , 3 2 0 2 8 , 3 9 5 , 3 5 2 ▲ 5 , 5 5 0 , 9 6 7

当期収支差額 ▲ 4 , 2 9 4 , 0 8 8 ▲ 2 , 2 5 0 , 4 3 8 ▲ 2 , 0 4 3 , 6 4 9

次期繰越収支差額 0 2 , 9 8 9 , 6 3 4 2 , 9 8 9 , 6 3 4

( 注 ) 1 . 予 備 費 ▲ 6 3 , 1 2 0 千 円 は、特 定 資 産 取 得 支 出 貸 倒 引 当 資 産 支 出          
6 0 , 0 0 0 千円、事業管理費支出 退職給付支出 2 , 2 8 0 千円及び管理費支
出 退職給付支出 8 4 0 千円に充当使用した額です。 

2 . 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
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●静岡県 浜名湖

●愛知県 蒲郡
 常滑

 ボートピア名古屋

●三重県 津

●滋賀県 びわこ

●京都府 ボートピア京都やわた

●大阪府 住之江
 ボートピア梅田

●兵庫県 尼崎
 ボートピア神戸新開地

 ボートピア姫路

 ミニボートピア滝野

 ミニボートピア洲本

●徳島県 鳴門
 オラレ美馬

●香川県 丸亀
 ボートピアまるがめ

●愛媛県 ボートピア朝倉

●高知県 ボートピア土佐

ボートレースを楽しめるスペースが
全国に広がっています。

2010年6月1日現在

●島根県 ボートピア松江

●岡山県 児島

●広島県 宮島
 ボートピア呉

●山口県 徳山
 下関

 オラレ徳山

●福岡県 若松
 芦屋

 福岡

 ボートピア勝山

 ミニボートピア北九州メディアドーム

●佐賀県 唐津
 ボートピア三日月

 ミニボートピアみやき

 前売場外ミニット

 オラレ呼子

●長崎県 大村
 ミニボートピア長崎五島

 ミニボートピア長崎時津

 前売り場外おおむら

 オラレ島原

●熊本県 ミニボートピア長洲

●宮崎県 ボートピア高城

●鹿児島県 ボートピア金峰
 オラレ志布志

 ミニボートピア天文館

●青森県 ボートピアなんぶ
 ミニボートピア黒石

●宮城県 ボートピア大郷
 ボートピア川崎

●秋田県 ボートピア河辺

●福島県 ボートピア玉川

●茨城県 ボートピア岩間

●群馬県 桐生

●埼玉県 戸田
 ボートピア岡部

 ボートピア栗橋

●千葉県 ボートピア習志野
 ボートピア市原

●東京都 江戸川
 平和島

 多摩川

●神奈川県 ボートピア横浜

●福井県 三国

●山梨県 ミニボートピア双葉

ボートレース場

ボートピア

ミニボートピア

オラレ

前売場外
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ありがとうボートレース

芳川龍郎
総務グループ　企画推進チーム

2009年度、私たちが国内外でどのような働きをしてき

たかをご覧いただければ幸いです。

日本財団は、ボートレースの売り上げの約2.5％を財源

に公益活動をしています。ファンの皆さまをはじめ、ボート

レースを主催する自治体、日本モーターボート競走会、日

本モーターボート選手会、施設所有者、ボートピア施設所

有者、ボート・モーター所有者の皆様、日ごろから日本財団

の活動に対し格別なご理解とご協力をいただき、本当にあ

りがとうございます。

より良い社会を築くため無駄なお金は使わない−。私た

ちはこうした姿勢で日々の業務に取り組んでおります。ボー

トレースの力は私たちのすぐ身近にあります。2009年

度、公益・福祉の分野では、障害の有無や年齢にかかわら

ず、すべての人々が地域で豊かに暮らせる社会を目指して

配備を続けてきた福祉車両の総数が2万5千台を超えまし

た。障害者施設で作られた製品の中から本当に優れたも

のだけをブランド化し、インターネットで販売する「真心絶

品」事業、農業で地域の活性化をめざす就農支援事業など

も新たに始めました。

海洋に関する分野では、海岸漂着ゴミの40％を占める

漂着発砲スチロールの燃料化事業をスタートさせ、国際協

力分野では、ASEAN（東南アジア諸国連合）事務局と包

括業務提携を結び、東南アジアの地域共同体の構築に寄

与するプロジェクトを立ち上げました。

このように、前例にこだわることなく独自性のある事業を

推進しています。ファンをはじめ皆さまからお預かりしたお

金の価値が10倍、100倍になるように、ボートレースの力

が新たな社会への原動力だと十分に認知されるまで全力

を尽くします。このために現場に足を運び、ニーズをくみ上

げ、同じ志を持つ団体の皆さまと一緒に社会を動かす引き

金となるプロジェクトを創出するよう努力いたします。

引き続き情報公開を行うとともに創造性と先駆性のある

事業の推進に専心努力する所存です。私たちの活動に対

しお気づきの点、提言などがございましたら、総務グルー

プ企画推進チームへお問い合わせ下さい。

ボートレース関係事業担当者
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